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モダニズムが夢見たユー トピア:

ドイツ田園都市建設の歴史(4)
一 ヘレラウの誕生一

副 島 美由紀

1."ヘ レ ラ ウの 子供 た ち"

アメ リカの作家アプ トン ・シンクレアのピュリッツァー賞受賞作品に,ナ

チス支配下の ドイツを扱ったシリーズ 『世界の終わ り』と 『竜の歯』1がある。

主人公のアメリカ人青年 は少年時代の一時期 をドレスデン郊外のヘレラウで

過 ごし,地 元の子供たちと共に学び,年 に一度開催される祝祭週間を体験す

る。その時上演 されたグルックのオペラ 「オルフェウス」を見て彼が感銘を

受ける場面を,シ ンクレアは次のように締 めくくっている。「いずれ必ずヘレ

ラウの子供たちの中か ら未来のオルフェウスが現れ,人 々の感覚 を魅了 し,

精神を鼓舞し,貧 欲や憎悪の嵐を鎮めるだろう。そして戦争は避けられるだ

ろう。国家間の戦争のみならず,ヨ ーロッパ を引き裂 こうとしている苛烈な

階級闘争 まで も。ダルクローズ学校の富裕階級の生徒たちは,工 場地区であ

る郊外 の労働者 たちの子弟 と肩 を並べて一緒 に踊ってい るではないか。

ミューズの神殿の中には階級も国民 も人種 もない。あるのはただ,美 と歓喜

の夢 を抱いた人間性のみである。それが1913年,芸 術 を愛する者皆の信念

だった。それが この明るい牧場の上に建つ高 くて白い神殿で教えられていた
モ ダン

信条だった。 この幸運な現代 の日々に,文 明の発展は必然 となり,不 可避 と

なった。」2

1Sinclair
,Upton,World'send,NewYork,1940;Dragon'steeth,NewYork,

1942.
2Sinclair

,Upton,World'send,p.5.
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XNヘレラウの子供たち"と は
,1909年 に建設された ドイツ最初の田園都市に

育つ子供たちのことである。ヘレラウは労働者に良質の住宅 を提供すると同

時に自立 した自主管理的共同体 を作 り,さ らに芸術教育によって"新 しい人

間"を 育てるという希望のもとに建設 された。 また芸術家や作家たちが住み

集 うことによって生 まれたヘレラウの芸術家コロニーは,新 たな文化の発信

地 となることを目指 して意欲的に活動 していた。ヘレラウの子供たちは,ダ

ルクローズ学校でリトミック教育を受 け,ド イツ工芸工房で工作を学び,皆

が庭付 き住宅に住むという恵 まれた住環境で育つ子供たちであった。 シンク

レアは実際1913年 の祝祭週間にヘ レラウを訪れて芸術家 コロニーに住む作

家たちと交流を持っている。経済 ・社会改革運動の指導者でもあった彼がこ

の生まれたばか りの田園都市に満ちていた期待や高揚感を人々 と共有 したで

あろうことは,上 記の筆致からも容易に想像することがで きる。ヘレラウに

集 った人々は,「新たな人生哲学 と改革志向の時代,総 合的な人間性探求と計

画的な芸術教育の時代」3の到来 を感 じていた。

田園都市運動は,産業革命の過程 において悪化 した都市の住環境 を改善 し,

疲弊した人々の人間性 を回復 し,健 康で快適かつ公正な社会生活を構築 しよ

うとする総合的な社会改革だった。それはまた工業 を否定することな く農業

や自然 と併存 させ,か つ芸術活動を奨励することによって人問的な生産社会

を創ることを目指 した,言 うなればモダニズム時代のユー トピア像の一つの

顕現であった。

ヘレラウの建設は ドイツにおける田園都市建設運動の最初の実例 として記

録 されるのみな らず,住 宅改革,土 地改革,芸 術教育運動,自 然療法運動等

の生活改革運動が最 も総合的に結びついた例 として記憶されるべき出来事で

ある。 また二度の大戦 とナチズムの台頭,東 西 ドイツの分断 という歴史の奔

流に翻弄 されて理想の実現が阻まれたことの悲劇性 においても,ヘ レラウの

3Ring ,Reinhard,Dasverklarte,dasrealeunddasbeispielhafteHellerau,in:
Ring,Reinhard(Hrsg.),HellerauSymposion,Remscheid,1993,S.119.
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名は記憶され るべきか もしれない。本論 は田園都市 というモダニズムにおけ

るユー トピア像の発想 と実現に至 るまでの歴史 を回想する作業の一環 とし

て,ド イツで最 も有名な田園都市の歴史をこれ まで3編 の論文4に おいて考

察 してきた前史 を踏 まえなが ら個別的に記述する試みである。

2.ド イツ田園都市協会の成立

田園都 市建設構想 は,1870年 代 に始 まった住宅 改革運動 が労働 者用住宅 の

改善 や住 宅建設組合 運動,土 地改革運動 や労働者 コロニ ー建設 等々 の成果 を

経 て徐 々 に発展 した思想 であ る。 もとも とイギ リスのエベ ネザー ・ハ ワー ド

に よって1898年 に提 唱 され た もの だが5,1900年 に ドイ ツ に もた らされ,

1902年 に は 「ドイツ田園都市協会DeutscheGartenstadtGesellschaft(以 後

DGGと 略 記)」が誕生 してい る。DGGの 母 体 は入植 運動 コ ミュー ンの一種 で

ある 「新 共同体NeueGemeinschaft」 で,そ れ は 「フ リー ドリヒスハ ーゲ

ン文学 サー クル」 を形成 していたハ ル ト兄弟(HeinrichundJuliusHart)

やE・ ミューザ ム らの文芸 批評家 お よび作家 たち と政治活動 家の カ ンプ フマ

イ アー兄弟(PaulundBernhardKampffmeyer),ア ナル コ ・ソー シ ャリス

トのG・ ランダウアーや汎神 論的エ コロジス ト達 を中心 として形成 された。

「新 共同体」 は シャル ル ・フー リエ による19世 紀初 頭 におけ る空想上 の共同

体 「フ ァランステール」 に理 想像 を求 め る と同時 に禁酒 ・菜食 主義,自 然 療

法主義,ヌ ーデ ィズ ム とい った19世 紀末 特有 の生 活改革要素 を持 ち併 せてお

4副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー トピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)一

世 紀 転 換 期 の 生 活 改 革 運 動 」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」第96輯,1998;「 モ ダ ニ

ズ ム が 夢 見 た ユ ー ト ピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(2)一 労 働 者 コ ロ ニ ー の建

設 」小 樽 商 科 大 学 「入 文 研 究 」第97輯,1999;「 モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー トピ ア:

ドイ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(3)-E・ ハ ワ ー ドに 先 ん じ た ドイ ツ の 田 園 都 市 構 想 」

小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第100輯,2000.
5Howard

,Ebenezer,Tomorrow:apeacefulpathtorealreform.London,1898.

(reprint,editedbyRichardLeGatesandFredericStout)London1998.(1902

年 にGardenCitiesofTo-Morrowと し て再 版 さ れ る。)『 明 日 の 田 園 都 市 』 長 素

連 訳,鹿 島 出 版 会,1968.
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り,ま たアンリ・ファン ・デ ・ヴェルデによる指導を仰 ぐなどして芸術教育

にも関心を持 っていた。よってその改革志向には田園都市構想 と共通するも

のがあったが,自 然回帰的新ロマン主義や民族主義的要素による擬似宗教的

プログラムが災いして結成か らほどなくして解体 し,ベ ル リンの商人ハイン

リヒ ・クレープスによってハ ワー ドの田園都市思想 を知 ったハル ト兄弟 と

B・カンプフマイアーが,入 植運動の理想 を託すかたちでDGGを 設立するこ

とになる6。

田園都市構想 においてDGGの メンバーを最 も強 く引 きつけたのは,そ の

土地公有化理論であった。DGGの 初代会長,H・ ハル トはそのプログラムに,

「DGGの 目標 は,都 市および農村の公有地 を基盤にした田園都市の建設理念

およびその目的に有益なあらゆる対策の促進 に対する理解を広めることであ

る。DGGが 奨励す るのは,農 地の経済的に調和の とれた分配 とその都市部 と

の共存 を貫徹するような入植地の開墾である。DGGが 目指す ものは,産 業の

農村部への組織的な移転 による住環境改革であり,そ こでは産業の要請 も十

分 に考慮 した衛生的で美的な広範囲の建設が可能 となるはずである。(_)

現在のあらゆる生活改善思想が,田 園都市 において最 も確実かつ有益に結実

する。」7と記している。また1904年 フランクフル トで開催 された最初の 「ド

イツ住宅会議」においても,DGGは 住宅 ・定住問題に関して土地改革の必要

性 を強調 したテーゼを発表し,「住宅改革は都市人口の分散 と計画性のある宅

地開発を伴って初めて可能 となるのであり,そ のためには土地の公有化が不

可欠である」と説いている8。勿論,xx感 動的ではあるが国民経済的には甘い考

え"と いった批判 もあったが9,土 地 と住居の自主管理権が保証された自治体

6Schollmeier
,Axel,GartenstadteinDeutschland.M廿nster,1988,S.58;Linse,

Ulrich,OkopaxundAnarchie,M茸nchen,1986,S.35,65f;Hartmann,Kristiana,

DeutscheGartenstadtbewegung,M伽chen,1976,S.27.

7Schollmeier
,ibid.,S.57.

8ibid
.,S.60.

9ibid
.,S.63.
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の形成や,換 気や採光 に配慮 した庭のある住宅 といった住居改善方法,ま た

共同体用のコンサー トホールや図書館の建設 といった文化的プログラムには

実行可能性があった。田園都市思想は生活改革運動思想の最 も進化 した器 と

して ドイツ社会に徐々に浸透 していき,第一次大戦前にはケーニヒスベルク,

ベル リン,ハ ンブル ク,マ グデブルク,ル ー ドヴィヒスハーフェン,マ ンハ

イム,ニ ュルンベルク,ミ ュンヒェン,ヴ ュルツブルク,シ ュ トゥットガル

トその他の都市に 「田園都市協会」が誕生 してそれぞれが田園都市建設を検

討 していたと言う10。そして最初 に田園都市建設に着手 したのが,ド レスデン

の企業家カール ・シュミッ トであった。

3.カ ー ル ・シ ュ ミッ トと ドレス デ ン ・ク ラ フ ト工 芸 工房

イギ リス最初の田園都市レッチワースの建設 に出資

したのはチョコレー ト会社 のキャドバ リーと石鹸会社

リヴァーの二つの企業であったが,ヘ レラウの言わば

生みの親 となったカール ・シュミット(KarlCamillo

Schmidt,1873-1948)も やはり家具工場の所有者で

あった。シュ ミッ トはケムニ ッツ近郊の織物職人の家

庭に生 まれ,親 族に椅子の製造者がいた こともあって

10才 の頃から家具職人 になることを夢見て育つ。ケム

ニ ッツで徒弟時代 を過 ごした後,ド イツの職人的伝統

に則 って北 ドイツ,デ ンマーク,ス ウェーデン,

カ ー ル ・シ ュ ミ ッ ト,

1go9.

ロン ドン外 と修行の旅に赴

き,起 業家精神や機械化 された生産方式を学ぶ。特にロン/ドン滞在中,キ ャ

ドバ リー社の進歩的な労働者コロニーやアーツ ・アン ド・クラフツ運動に影

響 を受け,ま た産業革命の社会的問題点や大量生産の問題点を目の当た りに

して,家 具工場の将来的責任は効率,芸 術性,労 働の社会的側面の3点 を向

10Krabbe
,WolfgangR,GesellschaftsanderungdurchLebensreform,Gdttingen,

1974,S.31.
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上 させ ることであ り11,ま た製作 自体の課題

は工業 と芸術の融合を図って模倣や装飾美に

頼 ることな く素材 と目的に適った家具を製作

することであると考 えるようになる12。そし

て ドレスデンに帰ってマイスター となった

後,1898年 に協力者 を得て家具製作会社 「ド

レスデン ・クラフ ト工芸工房DresdnerWer-

kst温ttenfUrHandwerksknust」 を興すので

ある。

当時のドレスデンではち ょうど工芸に関す

る関心が高 まりつつあり,工 芸博物館におい

て装飾や工芸の様々な展覧会が開催 されてい

た。シュミットは建築家や芸術家 との共同作

業 を重視 して社員に展覧会やコンペへの参加

を奨励 し,1900年 の住宅展示会 コンペではク

ラフト工芸工房が賞を取 ることになる。課題

は ドイツ風で質素 な市民用住宅 のデザイ ン

「ド レ ス デ ン ・ク ラ フ ト工 芸 工

房 」 に よ る家 具,1901.

「ドレ ス デ ン ・ク ラ フ ト工 芸 工

房 」 の 従 業 員,1906.

で,居 間 ・寝室 ・台所の内装全体 を750マ ルクで仕上 げることが条件だった。

1890年 代 は低所得者用住宅 の建設が建築家の課題 として認識 され始めた時

代であり,ベ ル リンでも初めての 「労働者住宅設計図展示会」が1892年 に開

かれている。また 「芸術の番人Kunstwart」 「装飾芸術DekorativeKunst」

「ドイツの芸術 と装飾DeutscheKunstundDekoration」 といった雑誌が外

国の模倣に依 らない芸術 を奨励 し,装 飾がユーゲン トシュティールを志向す

11Fasshauer ,Michae1,DasPhanomenHellerau,1997,Dresden.S.15.
12Peschel,Peter,KarlSchmidtundseineWerkstattenfUrHandwerkskunst,in:
DresdnerHefte,Jrg.15,Heft51,Dresden,1997,S.4.
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る一方で建築 は機能的で質実な美を求めていた。シュミットの存在 と彼の工

房 は業界でその名を知 られるようになり,同 様の理想 を抱 く文筆家や建築家

たち との交流が始 まる。中でも彼の最 も重要な協力者 となったのが,ミ ュン

ヒェン出身の画家兼建築家で1900年 当時ユーゲ ントシュティールの限界 を

見極 めニュルンベルクで低所得者用住宅のデザインを手がけていた リヒャル

ト・リーマーシュミット(RichardRiemerschmidt,1868-1957)で,彼 は

後 にヘレラウの主要なデザインを手がけることになる。さらに7年 間の英国

滞在経験 を生か して一戸建て建築 に関す る著書 を著 していたヘルマン ・ム

テーズ ィウス(HermanMuthesius,1861-1927)や トリーアの専門学校で

建築を教 え,や はり小規模住宅 に最大の関心を抱いていたハインリヒ ・テッ

セノウ(HeinrichTessenow,1876-1950)が それに続 くことになる。 また

思想面における重要な支援者 となったのは後にヴァイマール憲法の起草者 と

なる政治家のフリー ドリヒ ・ナウマン(FriedrichNaumann,1860-1919)

である。ナウマンは1896年,xx土 地改革の父"と 呼ばれた社会改革者のア ド

ルフ・ダマシュケ等 と共に国民社会協会(derNationalsozialeVerein)を 結

成 してお り,特 にキリス ト教精神 に基づいた社会改革のプロパガンディス ト

として活動 していた。芸術教育運動にも関わると同時にDGGの 会員で もあ

り,1904年 か らは帝国議会議員 となっている。

そのよ うな芸術関係者 の集 ま りか ら,1907年 に 「ドイツ工作連盟Deu-

tscherWerkbund」 が設立される。それは近代化による芸術 と産業の融合を

目指す12名 の芸術家 と12の 企業か ら成 る同盟で,上 記の3名 をはじめペー

ター ・べ一レンスやテオ ドール ・フィッシャー,フ ァン・デ ・ヴェルデといっ

た気鋭の建築家が名 を連ねていた。芸術 と産業を結合させた成功例 としてそ

の名を知 られていた 「ドレスデン・クラフ ト工芸工房」 に 「ドイツ工作連盟」

の事務所が置かれ,シ ュミットの工場 は進歩的な建築家 ・工芸家たちに連携

の機会 を提供する場 となる。芸術教育 にも関心のあったシュミッ トが企業の

教育実践 としてまず着手 したのが工場内の職人養成であったが,従 来の徒弟

制度のもとでは真 に個人的な創造性の洒養は困難であることを実感するよう
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にな り13,代 わってより大規模な事業計画が誕生することになる。

4.ヘ レ ラ ウの 始 ま り

ドレスデン・クラフト工芸工房は成長 して1906年 には250名 の従業員を数

える ようにな り,し か も翌年 「ミュンヒェン家具工房MttnchnerWerk-

stattenfUrWohnungseinrichtung」 と合併 して 「ドイツ ・クラフ ト工芸工房

DeutscheWerkstattenfUrHandwerkskunstGmbH」 となる。工場新築の

必要性 に迫 られたシュミッ トが ドイツ工作連盟の仲間に相談 したところ,皆

が揃 って提案 したのが田園都市の建設であった。シュミットがそれか らドレ

スデン郊外に適切 な土地 を見つけて73人 の地権者 と買い付 け交渉に入るま

で,さ ほど時間はかからなかった。2っ の村落 を統合 した新たな地所は,シ ュ

ミットによってxxヘ レラウ"と 名付 けられる。彼は以下の3点 を田園都市建

設における自分の責務 と考えていた。工場 を建設 して安定した労働の場を提

供すること,良 質の住宅 を労働者 に提供すること,そ して田園都市構想に賛

同する工場労働者以外の多様 な住民を勧誘 し,文 化的 ・社会的に自立 した共

同体 を作 り上げることである。シュミットがまず計画 したのは 「ドイツ ・ク

ラフト工芸工房」の工場 と社屋,社 員の住宅 として100戸 の家族用住居,独

身者用の寮,市 民層を対象 とした中規模住宅の建設で,後 の計画 として商店

や医院の誘致 と幼稚園やサナ トリウムの建設が予定されていた。

住民 を募って理想的な共同体を創るためには田園都市構想に対する周囲の

理解 と賛同が不可欠であったが,ち ょうどその年ハワー ドの著書が翻訳され

て ドイツ語で読 めるようにな り14,シ ュミットの周 りの多 くの人々が彼の田

園都市建設計画 に関心 を示す ようになる。彼 らの討論 はウィーンの建築家

オ ット・ヴァーグナーの伝記 を著 した芸術史家 のJ・A・ ル クス(Joseph

AugustLux)に よってまとめられ,「 これは空想上の話で も理想論で もな く,

13Fasshauer
,ibid.,S.53。

14Howard
,Ebenezer,StadtinSicht,Jena,1907.
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冷静で現実的な考察である。」というコメン トと共に本 として出版 されるほど

であった15。

シュミットの計画実現 にあたり,最 も強力な推進役 となったのが 「ドイツ

工作連盟」の秘書役を勤 めていたヴォルフ・ドールン(WolfDohrn,1878-

1914)で ある。 ドール ンはナポリの水族館を設立 した海洋学者のアン トン ・

ドールンを父に,歴 史書の翻訳を行 う白ロシア人女性を母 に持ち,ナ ポリの

学際的環境のもとに育ったコスモポリタンであった。彼の再従兄弟 にはヴィ

ルヘルム ・フル トヴェングラーがいる。 ドイツで文学 ・美学 ・哲学 ・経済学

を修めた ドールンは,フ リー ドリヒ ・ナウマンに師事 して政治家になること

を考えていたが,ナ ウマンの紹介でシュミットの もとに赴 き,彼 の事業の事

務的な側面を支 えていた。シュミット,リ ーマーシュミット,ド ールンの三

者はそれぞれヘ レラウの建設においてちょうど出資者,主 任デザイナー,オ ー

ガナイザーの役割 を果たしていたが,中 でも田園都市構想の社会改革的側面,

特に土地改革思想 に最 も強 く魅せ られ,新 たな共同体創造 に向かってユー ト

ピス ト的楽観主義で逸進 していったのが理想主義者の ドールンであった。彼

は田園都市準備委員会を指i揮して資金提供者を集めるなど,田 園都市の運営

面において重要な牽引的役割 を果たす一方,ヘ レラウ建設計画をまとめてそ

の名 も 『田園都市ヘ レラウ』という著書を残す16。そして1908年,140haの

土地購入手続 きが完了 し,土 地の法的な所有者 としてシュミッ ト,リ ーマー

シュミット,ド ールンの三名 によって 「田園都市ヘレラウ株式会社Garten-

stadtHellerauGmbH」 が設立され,同 時にシュミットとザクセン州 との交

渉によって路面電車の路線 をドレスデンか らヘレラウまで延長する案が州議

会で可決 される。そして翌年の4月1日 にドイツ最初の田園都市建設が始 ま

ることになる。

ヘ レラウの土地 は工場地域,小 住宅地域,邸 宅地域,公 共用地,保 留地の

15Fasshauer
,ibid.,S.65.

16Dohrn
,Wolf,GartenstadtHellerau,Leipzig,1907.



一Z62 人 文 研 究 第103輯

5つ のゾー ンに分けられ,「 ドイツ・クラフ ト

工芸工房」が所有する工場地域以外 はすべて

が共同体の所有 とされた。さらに低所得者の

ための小住宅 を建設・運営する団体 として「ヘ

レラウ建設組合BaugenossenschaftHe1-

lerauGmbH」 が組織 され,「 ドイツ ・クラフ

ト工芸工房」,「田園都市ヘレラウ株式会社」,

「ヘレラウ建設組合」の3つ の組織が共同でヘ

レラウの土地を所有 ・管理することになる。

さらにこれ らの組織 の上にシュミット,ド ー

ルン,リ ーマーシュミットにムテージウス,

テオ ドール ・フィッシャー等の建築家 を加え

た9名 からなる「建築・芸術鑑査委員会(Bau-

undKunstkommission)」 カ§置かれ,個 々の

建物が全体の審美的基準 と目的に合致 してい

るかを鑑査する役割 を果たした。

ヘレラウの建設 における最 も困難かつ重要

な課題 は低所得者用 の住宅群だった。 リー

マーシュ ミッ トは,ク ラフ ト工芸工房の従業

員に対するアンケー ト調査や労働者 コロニー

の視察を行いなが ら,2～6人 の子供があり

年収1000～2000マ ルクの家族用に,建築面積

250平 米以下で年間家賃が300マ ルク以下 の

小規模住宅 を建てることになる。 しかも住環

境改善策 として各戸 は最低でも共用の浴室 ・

洗濯室 と3部 屋以上 を備え,独 立 した玄関 と

100～200平 米の庭が あること等々の条件が

あった。結果 として51平 米の最小のものを初

ヘレラウの全体図

3つ の組織 による土地の分割

A-「 田園都市ヘレラウ株式会社」

B-「 ヘ レラウ建設組合」

C-「 ドイツ ・クラフト工芸工房」

小住宅群のデザイン,白 い区

画が庭
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め34種 の小住宅200戸 が誕生 し,そ れ らは「ド

イツで最 も建設費の安い住宅」 と言われた17。

それに対 し,「田園都市ヘレラウ株式会社」に

属する"邸 宅地区"に 関しては,居 住希望者が

ヘレラウの提示する土地 と住宅タイプの中から

気に入ったものを選び,借 地権 と建設費の一部

をローンで支払いながら住むという方法が採 ら

れた。邸宅 と言っても一一戸建てという意味で,

その規模 はむしろ質素な ものであったが,住 宅

部分は敷地全体 の1/5で あることとい う条件 を

守れぼ基本的には個人の注文住宅であるという

美点があった18。

ヘレラウは1920年 代半ぼまでに全体 を完成

させる予定で建設が開始され,1910年 にまず60

家族によって共同体経営が始 まった。1913年 に

は407世 帯分383戸 の住宅が完成 し,400家 族

1900人 が住む規模 に成長 している19。内外から

のヘレラウ批判 として,ま ず 「ヘレラウ建設組

合」に参加するための組合費 も加算すると小住

宅の家賃は安い とは言えないこと,小 住宅地区

と邸宅地区の分離が階級差の温存 にっながるこ

と等の指摘があった。 また,「 ドイツ・クラフト

工芸工房」の社屋 は,「労働,住 居,芸 術,自 然」

163

小住宅地区

邸宅の一例

w旧NUNGEN

〔idrle皿sな麹〔駈1le皿el冠u

ヘ レラウへの勧誘広告

17Fasshauer
,ibid.,S.82.

18地価 の上昇に鑑 みて田園都市 の住民全体の福利 にかなう場合
,個 々の住宅購入が

許 可 さ れ た 。

19Sarfert
,ibid.,S.25.
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「ドイツ ・クラフ ト工芸工房」

ヘ レ ラ ウ,1933.

の調和 という理念のもとにリーマーシュミット

によって大農場風の南 ドイツ様式で建設され,

1912年 にヘレラウを訪れたE・ ハワー ドに 「ヘ

レラウ工場 ほど美 しい工場を我々は持たない」

と賞賛 されたが,グ ローピウス等のバウハ ウス

派には 「即物性に欠 けた農場ロマン主義」 と椰

楡された20。しか しヘレラウ共同体の理念 は,

「外的刺激 によって無防備に突 き動かされつつ

生活するような寄 る辺なき状態 と無政府的精神

状態を,新 種の生活理想像に駆 られることな く

存在の事実 と成長 によって克服すること」21で

あるというドール ンの言葉か らは,ロ マン主義

とい うより質実な生活の充実感への願望が感 じ

られる。そして"存 在の事実 と成長"を 共同体

の中で育む活力 として,芸 術教育が必要 とされていた。

5.ダ ルク ローズ学校 とヘ レラウの芸術教育

住宅改革 と土地改革が芸術教育運動 と結びついている点は,ド イツ的田園

都市思想の特徴である。労働 と生活 と芸術の融合 は 爪人問存在の高次元への

発展"22を 可能にするという考 えは,産業化によってもた らされた文化ペシ ミ

ズムを芸術教育によって乗 り越 え,人間性を産業革命以前の健全な状態に爪再

生"し ようとする感情生活の刷新欲求に基づいていた。前述の 黙新 しい人間"

創造への欲求である。同時に芸術 は素人の参加によって様式の硬直か ら免れ

るという考 えがあった。ヘ レラウではどのような芸術 を中心に据 えるべ きか

20ibid
.,S。74.

21ibid
.,S.106.

22Schollmeier
,ibid.,S.67.
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について,音 楽教育の重要性を説いたのはシュミットの仲間の一人でチェコ

の音楽家,リ ヒャル ト・バ トカ(RichardBatka)で ある。バ トカは造形芸

術が基本的に個人の創造であるのに対 し,音 楽教育は個人的感性の酒養であ

ると同時に合唱や合奏,ダ ンスを通 じて社会性 を養い協調的な活動 を可能に

することを指摘した。そして彼が推薦 したのがジュネーヴのコンセルヴァト

ワールで実践 されていた 「リトミック教育」である。「リトミック教育」はリ

ズムの体得 と表現を中心した音楽教育で,ウ ィーン生まれのスイス人,エ ミー

ル・ジャツクーダル クローズ(EmileJaque-Dalcroze,1865-1950)に よっ

て提唱された。またそれは新 しい身体性を希求 していた当時の時代精神に合

致 した ものだった。

19世 紀末の ドイツでは,物 質主義や都市における人間性の硬直 をもた らし

た文明編重主義への反発から自然への回帰,特 に身体の再発見が求められて

いた。ワンダーフォーゲル,裸 体運動,菜 食主義運動,イ サ ドラ ・ダンカン

に代表され るモダンダンス ・ムーヴメントなど,様 々な運動が自然 と融合す

る身体 を志向していた。身体に内在するリズムが人間生活の要素 として 黙再

発見"さ れ,人 々はそれが生を規定する原理 と深 く関連 していることに気づ

く。経済学者のカール ・ビュー ヒャー(KarlBUcher)が 『労働 とリズム』23

を著 し,文 学や美学の分野でも聴覚刺激や身体感覚が関心の対象 となる24。そ

してリズム教育 を芸術教育の方法 として組み入れた最初の一人がダルクロー

ズだった。ダルクローズはウィー ンに生まれ,ウ ィーンとパ リで音楽 を学ん

だ後1892か らジュネーヴのコンセルヴァトワールで音楽史 とハーモニー理

論を教 えていたが,椅 子に座 って楽譜 を読むことから始 まる音楽教育 に疑問

を持つようになる。かってパ リでアマチュア演劇 に参加 し,1年 間のチュニ

23BUcher
,Karl,ArbeitundRhythmus,Leipzig,1899.

24Lorenz
,Karl,DerTraumvom"Laboratoired'unehumanit6nouvelle,in:Ring,

Reinhard(Hrsg.),HellerauSymposion,Remscheid,1993.(詩 の リズ ム と メ ロ

デ ィ ー を研 究 した ラ イ プ ツ ィ ヒ大 学 の エ ド ゥ ア ル ト ・ズ ィー ヴ ェ ル ス や 生 理 学 ・

心 理 学 的 観 点 で 美 学 を講 じ た ミュ ン ヒ ェ ン 大 学 の テ オ ドー ル ・ リ ッ プ ス な ど。)
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ジア滞在時代に民族音楽や舞踊 に触れた彼 は,身 体中の根源的な律動を生か

して様々な感覚細胞 を活性化 させるという発想を得 る。そして全人格的な音

楽性の酒養を目指 して,リ ズムや音程やメロディーを身体で再現 して連続 し

た運動 として表現するための一連のエ クササイズを考案する。ダルクローズ

のリトミック教育 はドイツでも注目されるよ

うにな り,1906年 に講…演のため ドレスデンに

招かれた彼は,そ こで ドールンと出会 うこと

になる。

自らジーヴェルスや リップス25の もとで文

学・美学を学んできた ドールンは,ダ ルクロー

ズ ・メソッドに触れてそれが芸術教育の未来

を方向付 けるものだ と確信 し,ダ ルクローズ

をヘレラウに招聰 して校舎の建設 に着手 す

る。ダルクローズにとっても自分の学校 の設

立は リトミック体操を学科の一つから総合的

芸術 として発展 させ る可能性 を意味 してお

り,ま た自分の教育メソッドを社会福祉的な

教育課題 と結合 させることは魅力的な課題で

もあった。彼は次のように書いている。「ヘレ

ラウでは,土 地 とその住民を特別 に育てるこ

とによって有機的な生 と調和を創造すること

が重要なのだ。彼 らの家屋 とまった く同じよ

うに,モ ラル と美の建築をリズムによって創

造することが重要なのだ。私はリズムをひと

つの社 会制度 の地位に まで高め,自 然 に広

藝灘
,"蝋 懲灘撒 魏繍 霧雛顯蕪

リ トミック体操 による5拍 子の

表現

阜 蹄

・一 澱膿篭

祝祭劇場,正 面と寄宿舎を含
めた全体像

1912年 の祝 祭週間 にお ける

リトミックのパ フォーマンス

25注25参 照 。
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まってあらゆる住民の心の真の証明 となるような新 しいスタイルを広めてい

きたい。(...)新 しい社会の基礎 となるべきは,肉 体 と精神の健康なのであ

る。」26

1912年 には祝祭劇場 を兼ねたダルクローズ学校の教育施設が完成する。自

らヘレラウに移住 して邸宅のデザインを手がけていたハインリヒ ・テッセノ

ウの設計によるもので,と りわけシンクレアが 爪明 るい牧場の上 に建つ高 く

て白い""ミ ューズの神殿"と 表現したシンメ トリックな新擬古典主義様式の

祝祭劇場は,ヘ レラウの理想を象徴する記念碑的建築物 となる。 ジュネーヴ

か らの転校生45名 も含 めて最初103名 だったダルクローズ学校の生徒数 は

す ぐに500名 を越す ようになり,年 に一度開催 される祝祭週間 は国際的な注

目を浴びてバーナー ド・ショーやマ ックス ・ラインハル ト,デ ィアギレフや

ニジンスキーといった著名なi舞台芸術関係者たちがヘレラウを訪れるように

なる。そしてヘレラウの子供たちは,ダ ルクローズ学校で リトミック体操 を

学び,放課後はドイツ・クラフ ト工芸工房や芸術家コロニーのア トリエに通っ

て工芸を学ぶ という,恵 まれた芸術教育 を享受するのである27。

6.芸 術 家 コ ロニー

ドイツ ・クラフ ト工房の工芸家たちがヘ レラウに移住 し,彼 らの周囲に仲

間たちが集い住んで芸術家 コロニーが出来るのは言わぼ自然の成 り行 きで

あった。 ミュンヒェン家具工房の彫金師ゲオルク ・フォン ・メンデルスゾー

ン(GeorgvonMendelssohn),彫 刻家のパウル ・ペータリッヒ(PaulPete-

rich)を 初め,陶 芸家やピアニス トたちがヘ レラウの住環境 に惹かれて移 り住

み,ア トリエを建てて芸術活動 を始める。 さらに文筆家や作家たちがそれに

続いた。コロニーの発展において とりわけ重要な役割 を果た したのは出版業

26松 沢慶信編
,『 ドイツダンスの百年』,東 京 ドイツ文化センター,1996.p.25.

271913年 に は国民学校 ができて普通教育 も行われ るようになるが
,こ こで もリ ト

ミック体操や工芸が教 えられていた。
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者 のヤー コプ ・へ一 グナー(JakobHegner)で あ ろ う。 ウ ィー ン生 まれの文

学 青年 であ ったへ 一グナー は まず ライプ ツィヒ とベ ル リンで文筆 及 び出版 活

動 の修行 時代 を過 ごすが,ベ ル リンで 出版 業者 としての独立 に失敗 し,友 人

の メ ンデル ス ゾー ンが住 むヘ レ ラウ にや って来 る。 す る と修行 時 代 に知 り

合 った作家 たちが彼 の周囲 に集 まるよ うにな り,志 と向上 心 を同 じ くす る20

代 の青年 たち はす ぐにへ一 グナーが興 した 「ヘ レラウ出版HellerauVerlag」

を拠 点 として活発 な執筆 ・出版活 動 を始 め るよ うにな る。へ 一グナー は特 に

フ ランシス ・ジャム,ポ ール ・ク ロデール,ジ ョル ジ ュ ・ベル ナ ノス等 に よ

る フランス文 学 を自 ら翻 訳 出版 し,ま た ゲオル ク ・ビュー ヒナーや ホーフマ

ンス タール,マ ル テ ィン ・ブーバ ー等 の著書 や,ヘ レラ ウ在住 の作 家 たちに

よ る作 品 の出版 も手が けた。ヘ レラ ウ在住 の作 家た ちはアル フ ォンス ・パ ケ

(AlfonsPaquet),エ ミール ・シ ュ トラウス(EmilStrausB),テ オ ドール ・

ドイブ ラー(TheodorDaubler),カ ミル ・ホ フマ ン(CamillHoffmann)

等 で あった が,そ の中 心的 存在 はプ ラハ 出身 のパ ウル ・アー ドラー(Paul

Adler,1878-1946)で あ った。 アー ドラー は 「ヘ レラウ出版 」か ら詩集や小

説 を出 し,ド イブ ラー と共 に文芸雑誌 『総 数Summa』 を 発刊す る。 寄稿者 の

中に はE・ プロ ッホやH・ プ ロ ッホ,R・ ム ジール等 がいた28。 また14力 国

語 を解 した とい う語学力 を生か して フランス語 による原著 か ら2冊 の 日本文

学研究 書29を 翻 訳 出版 す るな ど,ア ー ドラーの活動 は極 めて多面的で あった。

アー ドラー を核 とした ヘ レラウの同業者 を訪 問す る作家 たち も多 く,へ 一グ

ナーの ウィー ン時代 の友人S・ ツヴ ァイ クやG・ ハ ウプ トマ ン,リ ルケ,後

年 に はカ フカ もプ ラハ か ら訪れ てお り30,ま たH・ ヘ ッセはイ ン ドか ら帰国 し

28Sarfert
,ibid.,S.52.

29Adler
,Paul,JapanischeLiteratur:GeschichteundAuswahlvondenAnfangen

biszurneustenZeit,FrankfurtamMain,1926.[DerInhaltistzumgr6Bten
TeileineUbers.von:AnthologiedelaLitt6raturejaponaisedesoriginesau
XXesi6clevonMichelRevon,Paris,1910.]Adler,Paul,Sachw6rterbuchzur

japanischenLiteratur,FrankfurtamMain,1926.
30Sarfert,ibid.,S.114f.
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た後,落 ち着 き先 としてヘレラウも考慮に入れていたと言われている31。恐 ら

くヘレラウはルガーノ湖畔のモンテ ・ヴェリタ と並んで ドイツ語圏における

芸術家コロニー として知 られていたであろう。後年作家兼言語学者 となるハ

ンス ・ユルゲン ・フォン ・デア ・ヴェンゼ(HansJttrgenvonderWense)

がまだ学生だった1919年 に,や は り後年画家 として名を成す友人のヴァル

ター ・シュピース(WalterSpies)を ヘ レラウに訪れた時の様子 を,次 のよ

うに日記に記 している。「そこには祝祭劇場がある。周 りには邸宅が建ち,そ

こに住むのは芸術家ばか りだ。群れを成 して住んでいる。(...)始 終誰かが

誰かを指さして言 う。黙あそこに行 くのは某氏だ,彼 は新 しい小説 を書いてい

る。あの女性 は某嬢だ。君,知 らないの?誰 それの娘 さんだ,ほ らあの記

念碑の...。"さなが ら動物園である。」32オールタナティヴ派のモンテ・ヴェリ

タに比べてヘレラウの芸術家 コロニーは多少市民的で あった と想像 され る

が,宗 教的寛容 さには重 きが置かれ,ヘ レラウには教会が建設されることが

なかった と言われている。

そのような寛容さは30年 代 になってナチズムの時代になると全 く失われ

てしまうが,ヘ レラウにとっての最初 の試練 はまず第一次世界大戦 と共に訪

れる。ダルクローズが一時帰国 していたスイスか らドイツに再入国できな く

なり,ダルクローズ学校は閉鎖 され赤十字の検疫所 として接収 されてしまう。

ヘ レラウ建設の続行は経済的に困難 になり,当 然計画の縮小を余儀な くされ

る。ヘレラウの健全な発展を阻んだ多 くの困難 に関 しては次稿で紹介するつ

もりである。
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3iibid
.,Sユ03.

32HansRhodius(Hrsg
.)Sch6nheitundReichtumdesLebensWalterSpies,Den

Haag,1964.S.87.
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EineUtopiederModerne:

DasPhanomenGartenstadtinDeutschland(4)

DieEntstehungderGartenstadtHellerau

MiyukiSOEJIMA

DieGartenstadtbewegungumdievorigeJahrhundertwendewarein

Versuch,dieinFolgevonIndustrialisierungverursachtenWohnungsn6te

undMissst蕊ndeindenGroBstadtenzuverringern.DasZielwarein

St設dtebauaufgemeinntttzigemBoden,derarbeitsplatzeschaffendeIndu-

strie,EinfamilienhausermitGartenundGrUngUrtelumdieStadtzur

landwirtschaftlichenNutzungbietet.DererstepraktischeVersuch

dieserKonzeptioninDeutschlandwardieGrttndungderGartenstadt

HelleraubeiDresden.DerGrUnderundFinanzierwarKarlCamillo

Schmidt,derdieAusbaunotwendigkeitseinerM6belfabrik》Deutsche

WerkstattenfUrHandwerkskunst《alseineguteGelegenheitfUrdenBau

einerGartenstadtansah.Schmidterwarb6,5kmndrdlichvonDresden

140haLandundgrUndetedie"GartenstadtgesellschaftHellerauGmbH".

SeinKonzeptbeinhaltetedenBauvondreiBereichen:einerFabrikanlage

alsZentrumderArbeitundalssozialeAbsicherungdesGanzen,Wohn,

hauserderArbeiter,derenderzeitigeLagedringendverbesserungswUrdig

warsowieWohnhauserderGartenstadtfretinde,diedieVielgestaltigkeit

eineskulturel1-sozialenselbstandigenGemeinwesenserm6glichen.Im

Jahrl909begannendieerstenArbeitenfUrdenStadtbau.Baldentstan-

denderneueFabrikhofder》DeutschenWerkstattenHellerau《,ein

Kleinhausvierte1,einVillenviertel,einMarktplatz,Geschafteund

Schulen.BeiGrUndungderBaugenossenschaftwurdediedemokratische

MitbestimmungderBewohnerbeschlossen,sodassdasvomArbeits一
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auftragderFabrikunabhangigeBewohnenderHauserunddieSelbstver-

waltungdesgemeinnUtzigenBodensdurchdieBewohnererm6glicht

wurden.

DieGartenstadtHellerauwarmehralseineArbeiterkolonie,

namlicheineVerbindungvonGroBstadtundLand.ImUnterschiedzum

englischenVorbildgabesbeiderdeutschenGartenstadtideeeinelebens-

reformerischeundsozialpadagogischeKonzeption,diediewohnungs-

reformerischeZielsetzungerganzte.Hellerauben6tigte・einBildungs-

wesen,indemdieKunsterziehungzumAusbildenderneuenMenschenin

derneuenGesellschaftbeitragt.AlssolchesKunsterziehungsprogramm

schienRhythmischeGymnastikideal,diedieKraftedesMenschenzu

einerneuenSyntheseverbindet.DafUrwurdederGenferRhythmiker

EmileJaques-DalcrozenachHelleraugerufen.1911wurdedie》Bildungs-

anstaltEmileJaques-Dalcroze《miteinemFestspielhausgebaut,dessen

monumentaleArchitekturheutenochalsWahrzeichenHellerausange-

sehenwird.

DiekleineGartenstadt-IdyllezogvieleKUnstlerwieMaler,Bild-

hauerundGoldschmiedean-baldentstandeineK伽stlerkolonie.Ins-

besonderespieltederVerlegerJakobHegnereinewichtigeRolle,indem

erden》HellerauVerlag《grUndeteundSchriftstellerwieTheodorDaub-

1er,FranzBlei,PaulAdlerundandereumsichsammelte.Diejungen

ambitioniertenVerlegerundSchriftstellerpubliziertenBUcherundZeit-

schriftenmitdemZie1,vorzUglicheliterarischeWerkeeinembreiten

Publikumzugtinglichzumachenundi㎞asthetischehumanistische

Anreguhgenzugeben.TatsachlichangeregtvomHegnerschenVorbild

wurdenmehrereangehendeVerlegerinHellerauanstissigundgrttndeten

ihreeigenenkleinerenVerlage、

EswardieZeitderLebensphilosophie,derLebensreformundder
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regenKunstbewegungen.Umsobedauernswerteristes,dassderAus-

bru6hdeserstenWeltkriegesderWeiterentwicklungHellerausabrupt

HindernisseindenWeglegteundsomitdieserutopischeVersuchum

besseresundhumaneresLebenindermodernenZeitbeeintrachtigtwurde.


